
地域連携推進会議 議事録 

報告者：恵木脩至 

事業所名 オリーブ 

サービス種別 共同生活援助（介護サービス包括型グループホーム） 

開催日時 2026 年 3 月 20 日 14：00～15：30 

開催場所 オリーブ 共有ルーム 

出席者  【構成員】 

利用者： 1 名 

利用者家族： 1 名 

地域の方： 1 名 

管理者：田中健太郎  

生活支援員：恵木脩至  

議題内容 １．障害福祉サービスの再確認と会社の紹介 

２．事業所の支援体制/支援員/支援内容について（ケース紹介） 

３. 見学 

４. 意見交換 

質問と回答 質問 1：日中職員が居ないということは急遽な体調不良の場合誰も対応してくれ

ないということなのか教えて欲しい。 

 

回答１：常勤職員がすぐに対応できる様に準備しております。 

非常勤職員の巡回や訪問看護ステーションとの連携により対応いたします。 

 

質問２：自立支援なので掃除や洗濯など全部自分でしないといけないのです

か？ 

 

回答２：基本的にご自身で身の回りの事をしていただくようになります。 

しかし、障がいの度合いにもよるのでそれぞれに合わせた支援を計画的に行い、最

初は一緒に行い、声掛け、見守りなどで少しずつできる事を増やしていけるよう一

緒に成長してきます。 

 

質問３：近隣トラブルはないですか？ 

 

回答３：苦情なし。近隣住民の方ともあった時には挨拶もしております。 

 



意見・要望など ・利用者家族より：職場での悩み相談や今後本人がやりたいことに向けて沢山話

を聞いてくれていると伺ってます。他の利用者さんの事や職員さん間での情報共有

など聞けて安心出来ました。 

・利用者さんより：夜寝る時間にトイレに起きる利用者さんの足音で目が覚める時

がある。他にはなし。 

・地域の関係者より：グループホームとは少し怖いイメージもあったが利用者さんの

様子や生活面において感心するものがありました。 

いろんな方がいろんな障害を抱えていても日々頑張って自分の課題と向き合ってお

りグループホームがもっとあれば助かる人もいるんだと実感しました。会に参加できて

よかったです。 

 

・管理者より：支援の内容や生活スタイルなどそれぞれに合わせ計画的に実行し、

今よりも少しずつでもできる事を目標にしております。それにより最初は反発もあり

理解してもらえないシーンがありますが 1 か月、3 か月、半年、１年と振り返ると多

くの物語があり私たちのしていることが彼ら彼女らにとってグループホームに入ってよか

ったと言ってもらえる様努めて参ります。ご家族様の協力も必要になるシーンもある

かと思いますので今後ともよろしくお願い致します。 

 

今後の課題 ・今回利用者本人とその家族に参加いただいたが、今後は参加利用者以外の家

族に参加いただき、より多角的な視点での意見をいただけるようにする。 

・夜間トイレの起床時の足音を全体で共有しみんなで気を付ける。 

 


